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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。

C O N T E N T S

特集

03  　クラシック音楽を
 味わいつくす!!!
 特集

クラシック・コンサート・セレクション
～和太鼓から若手演奏家の室内楽まで

08  any通信
◎アーティストボイス 小島日和 （詩人）
◎お先に試写しました 「映画はアリスから始まった」（監督：パメラ・B・グリーン）

◎読書の窓 佐々涼子 『エンジェルフライト　国際霊柩送還士』
◎映画と  『杜

もり

人
びと

ガイドブック』（「杜人～環境再生医 矢野智徳の挑戦」パンフレット）

◎ any music  ずっと真夜中でいいのに。 「雲丹と栗」

ピックアップイベント

10  山口情報芸術センター
ローレン・リー・マッカーシー＋カイル・マクドナルド 新作パフォーマンス
「アンラーニング・ランゲージ」YCAMとのコラボレーション
完全なマシンと不完全な私たち

パフォーミングアーツ・セレクションin Yamaguchi
振付の未来をリードする巨匠と舞踊家たちによる共演 

 中原中也記念館
企画展Ⅱ 中也、この一篇─「一つのメルヘン」
中也が描く秋の夜の幻想

山口市民会館
わくわく寄席
芸術の秋！ 寄席文化を体験しよう

東京芸術座「12人の怒れる男たち」
本当に裁かれるべきものは…

13  波乱万丈、愉快痛快、毒舌炸裂
 泉ピン子の朗読劇

1 4  イベントカレンダー　10～12月
INFORMATION

令和 4年 10月1日発行
発行：公益財団法人山口市文化振興財団

本誌記事の無断転載を固く禁じます。
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03本誌掲載の企画について、今後の新型コロナウイルス感染拡大の状況により、

開催が変更または中止になる場合がございます。最新情報は各施設のwebサイト等にてご確認ください。
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元気やまぐち創造プロジェクト

 「管弦楽アンサンブルと和太鼓のコラボレーション」
2022年11月4日（金） 18:30開演 （30分前開場）　山口市民会館　大ホール
［チケット情報］発売中　
［料金］全席指定　前売　一般 3,000円／any会員 2,700円／学生（25歳以下） 1,500円　※未就学児入場不可
［曲目］ベートーヴェン：ピアノソナタ第23番「熱情」／メンデルスゾーン：弦楽八重奏曲 変ホ長調 Op.20／
ラヴェル：ボレロ～インプロヴィゼーション／松下 功：「飛天遊」
［出演］林 英哲（太鼓）、田村 響（ピアノ）、長原幸太（ヴァイオリン）、田中雅弘（チェロ）　ほか

04

◎AI石若さんの叩くリズムと生石若さんのリズムが全く一緒のリズムにならないのが不思議でした。 （「Echoes for unknown egos ─発現しあう響きたち」より）

◎ありがとう。ひめとあそべたよ。ひめ、おうじさまとおどってね。 （3歳　to R mansion 「にんぎょひめ」より）

◎アート鑑賞はどうしても「わかった状態になること」をゴールにしてしまいがちですが、そうではないことを知ることができて良かったです。
　（「私もアートがわからない vol.2」より）

田村 響 （ピアノ）

© 武藤 章

長原幸太 （ヴァイオリン）

© 読売交響楽団
©
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山口県防府市出身の音楽家であり、元・
東京都交響楽団の首席チェロ奏者・田中
雅弘の声がけにより集まった、国内トップ
クラスの演奏家が山口県内各地を巡り、
様々なコンサートを展開する音楽企画が
昨年に引き続き今年も開催されます。コ
ロナ禍により、停滞した地域の芸術活動
を音楽で盛り上げようと、文化庁の助成
による「アートキャラバン事業」の一環と
して企画されたもので、昨年は、チェロと
ピアノ、金管5重奏という組み合わせで、
山口市内の中学校へのアウトリーチコン
サートを実施。翌日の山口市民会館での
コンサートにも多くの子どもたちが来場
し、楽しむ姿が見られました。
今年はさらに斬新な発想で、ほかではな
かなか味わえない和太鼓とのコラボレー
ションを企画。豪華ゲストとして、太鼓
奏者の林英哲が出演します。日本が世界
に誇る太鼓奏者として唯一無二の存在
である彼が生み出す和太鼓の響きが、管
弦楽やピアノの音色とどのような化学反

応を起こすのか、魅惑の共演に胸が高鳴
ります。

前半は、ロン・ティボー国際コンクールに
おいて弱冠20歳で優勝し、一躍世界に
注目され国内外で活躍を続けるピアニス
トの田村響と林英哲が、ラヴェル作曲「ボ
レロ」をベースに即興演奏します。ピアノ
と和太鼓という組み合わせもさることな
がら、クラシック界の田村響が今回初の
即興に挑みます。初共演でありながら
ジャンルの異なる2人の即興演奏に期待

しないわけにはいきません。

後半には、林英哲の代表作であり、ベルリ
ン・フィルと共演した野外コンサートで2

万人以上の聴衆を圧倒した「飛天遊」（松
下功作曲）を披露。様々な大きさと形状の
和太鼓を巧みなバチさばきで操り、和太
鼓の独奏からアンサンブルとの協奏へ、
壮大かつ迫力ある音を作り出しボルテー
ジがどんどん上がる圧巻の演奏は必見で
す! ほかにも、田村響のピアノ・ソロや、室
内楽の魅力がぎゅっと詰まった弦楽八重
奏曲など、充実したプログラムとトッププ
レイヤーによる上質な響きを心ゆくまで
ご堪能ください。
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和太鼓との 
異色の組み合わせが実現

即興演奏に、ベルリン・フィルとの 
共演で話題を集めた代表作まで1 

林 

英
哲 

（
太
鼓
）

田中雅弘 （チェロ）

© Rikimaru Hotta
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◎AI石若さんの叩くリズムと生石若さんのリズムが全く一緒のリズムにならないのが不思議でした。 （「Echoes for unknown egos ─発現しあう響きたち」より）

◎ありがとう。ひめとあそべたよ。ひめ、おうじさまとおどってね。 （3歳　to R mansion 「にんぎょひめ」より）

◎アート鑑賞はどうしても「わかった状態になること」をゴールにしてしまいがちですが、そうではないことを知ることができて良かったです。
　（「私もアートがわからない vol.2」より）
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こちらも文化庁の助成によって実現した
日本センチュリー交響楽団・特別演奏
会。通常よりも半分以下の価格でプロの
オーケストラ・コンサートを楽しむことが
できるとあって、普段足を運ぶ機会のな
かった方にとっても気軽にクラシック音
楽を聴くきっかけになるのではないで
しょうか。

日本センチュリー交響楽団は、大阪を拠
点に1989年に活動をスタート。30年以上
の歴史をもちつつ、新しい時代のオーケ
ストラとして常に発展し続けている楽団
です。そんな楽団の首席指揮者を務める
飯森範親が本コンサートでもタクトを振
るとなれば、そのコンビネーションは間違
いなく、楽団の魅力を最大限に引きだし、
私たちの耳に届けてくれることでしょう。
モーツァルト作曲の歌劇「フィガロの結
婚」序曲と、ドヴォルザークの「交響曲第
9番（新世界より）」は、どちらも様々なコ
ンサートで世界中の楽団によって演奏さ
れてきた魅力的な名曲たち。飯森の指揮
が、極上の音楽の世界へといざないます。

 「日本センチュリー交響楽団  
  山口市特別演奏会」
2022年11月10日（木） 18:30開演 （1時間前開場）

山口市民会館　大ホール
［チケット情報］発売中　
［料金］全席指定　S席 一般 3,000円／A席 一般 2,000円／学生 各半額
※未就学児入場不可　※any会員は一般料金より各500円引（前売のみ）

［曲目］モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」序曲／チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲
ニ長調 作品35／ドヴォルザーク：交響曲第9番 ホ短調 作品95「新世界より」
［出演］飯森範親（指揮）、神尾真由子（ヴァイオリン）、日本センチュリー交響楽団（管弦楽）

ソリストとして登場するのは、楽団と同じ
く大阪出身の神尾真由子。4歳からヴァ
イオリンをはじめ、10歳のころからすでに
天才少女と言われていた逸材。さらに
2007年の第13回チャイコフスキー国際
コンクールで優勝し、世界中の注目を浴
びることとなったヴァイオリニストです。

ニューヨークタイムズでも「聴くものを魅
了する若手演奏家」「輝くばかりの才能」
と絶賛されています。
そんな彼女が本コンサートで披露するの
は、チャイコフスキーのヴァイオリン協奏
曲。メンデルスゾーン、ブラームス、ベー
トーヴェンのものと並ぶ「4大ヴァイオリ
ン協奏曲」と呼ばれる名曲であり、また
チャイコフスキーの作品の中でも傑作の
ひとつに数えられています。様々な映画や
ドラマでも使用され、誰もが一度は聴いた
ことのある曲です。とても華やかでロマン
ティックかつ聴きごたえたっぷり。とくに
最後の独奏ヴァイオリンとオーケストラの
掛け合いは必聴! 最後まで飽きることなく
楽しむことができます。
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日本センチュリー交響楽団と 
指揮者・飯森範親の名タッグ

子どもの頃から注目されてきた 
神尾真由子が登場
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◎非常に充実の内容で、わざわざ来てよかったです。 （「鑑賞ナビゲーターキャンプ2022」より）

◎「本当に海を泳いでいる!!」と感じました!!  （40代女性　to R mansion 「にんぎょひめ」より）

◎多くの人の対話型鑑賞体験後のコメントにハッと気づかされることが多かったです。 （「私もアートがわからないvol.2」より）

◎何故私が彼らを愛読しているか考えるきっかけになりました。 （20代女性　特別企画展「坂口安吾と中原中也─風と空と」より）

本
格
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に
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ー
ズ
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ま
る
!

チェロとの出会いを教えてください。

父親の仕事の関係で、生後4カ月から11

歳まで米・フィラデルフィアに。6歳からピ
アノを、7歳からチェロを始めました。カー
ティス音楽院の発表会を聴きに行ったの
がきっかけです。当時既に姉がヴァイオ
リンをやっていたので、おそらく違う楽器
をということで、両親から「チェロをやる
か?」と言われ、やることに。特に子どもの
ころ影響を受けた演奏家はヨーヨー・マ
です。当時、アメリカのテレビの生放送
で、フィラデルフィア管弦楽団とシューマ
ンのチェロ協奏曲を弾いているのをみる
ことがあり、それがめちゃくちゃ上手くて。
彼自身すごく楽しそうに演奏するんです
が、演奏中カメラにウインクする姿に、
「かっこいいなー」と。

オケでの経験によって、 
ソロの時の引き出しが 

増えていくように 

感じています。

一昨年、NHK交響楽団首席奏者に就任。

一方で、ソロ演奏やアンサンブルも継続

されています。それらの活動とオーケス

トラとの違いはありますか?

音楽の最大の表現になったのがオーケス
トラだと思います。カルテットはその骨格。
ソロは同じ音楽でも全然違う。自分の立
ち振る舞いやパーソナルな動きも出てき
ます。学生の頃は、基本的にピアノとチェ
ロでしか弾いていなかったのですが、オ
ケで演奏することで、管楽器やこれまで

一緒に弾いたことのない楽器とも共演す
ることになります。すると楽器の特色や、
作曲家はなぜその楽器をそこに使ったの
かとか考えるようになりました。自分が
チェロ・ソナタを弾くときは、編成はチェロ
とピアノだけど、もしオーケストレーショ

ンするならここの部分はこの楽器だよね、
みたいなことを考えるようになってきて。
オケでの経験によって、自分のソロの時
のカラーや引き出しが増えていくように
感じています。

辻本さんがご使用の楽器は、どんな個性

や特徴がありますか?

1730年製のアントニオ・ストラディヴァリ
ウスを使用しています。どちらかというと、
ソプラノ寄りのチェロで、高音がかなり特
徴的で、華やかな音色がします。最初の
頃、借りて1ヶ月後にコンチェルトを弾い
たら、母に「全然聴こえへんね」と言われ、
「これほんまに名器かな?」って思ってまし
た（笑）。もちろんいい楽器なのはわかるけ
ど、最初からその楽器がもつ100％の音
色が出せるわけではなくて、試行錯誤、
色々弾き方を変えながら、時間をかけて
特徴をつかんできた感じです。この度の
公演も、ぜひストラディヴァリウスの音色
とともに楽しんでください。

辻本 玲インタビュー
この冬、新しく始まる本格クラシックの新シリーズ「DYNAMIC賢者の音」。

まさに今、世界が注目し始めたばかりの、

これぞ“賢者”だと唸らせる若手演奏家を選りすぐり、

トークを交えた温もりあるステージで、若手ならではの

エネルギーのほとばしる鮮烈な“生”の演奏をお届けします。

その初回ゲストであるNHK交響楽団首席チェロ奏者の

辻本玲さんにお話しを伺いました。

3photo: 谷 康弘
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◎「わからない」ことは始まりなのだと感じることができました。 （「私もアートがわからないvol.2」より）

◎幼少期を知ることで中也のことをより身近に感じました。 （50代女性　企画展Ⅰ「中也の住んだ町─幼少期」より）

◎とても見応えのあるおもしろい内容でした。この後、もう1周してお気に入りの詩をみてきたいと思います。 （20代女性　特別企画展「坂口安吾と中原中也─風と空と」より）

◎徐々に言葉少なくなっていく中で紡がれる物語が、かえって多くの感情を引き出してくれて気持ちのいい空間でした。 （to R mansion 「にんぎょひめ」より）

◎非常に充実の内容で、わざわざ来てよかったです。 （「鑑賞ナビゲーターキャンプ2022」より）

◎「本当に海を泳いでいる!!」と感じました!!  （40代女性　to R mansion 「にんぎょひめ」より）

◎多くの人の対話型鑑賞体験後のコメントにハッと気づかされることが多かったです。 （「私もアートがわからないvol.2」より）

◎何故私が彼らを愛読しているか考えるきっかけになりました。 （20代女性　特別企画展「坂口安吾と中原中也─風と空と」より）

今回の演奏曲について、どんなところが

魅力でしょうか？

前半には、フランクのチェロ・ソナタを演奏
します。フランクは近代フランスの作曲家
で、水彩画のように色彩がとても豊か。この
曲はヴァイオリンの他に、フルートやヴィオ
ラなど、色んな楽器で弾かれますが、チェ
ロにも合う曲。チェロの魅力が存分に発揮
されるし、演奏会のレパートリーとしても、
とてもメジャーな作品です。飽きるところが
ない曲で、左手が指板の上を駆け巡ったり
と、視覚的にもおもしろいと思います。
後半の目玉は、ブラームスのクラリネッ
ト・トリオ（ヴィオラ版）。この編曲はブラー
ムス自身によるもので、当時は出版と同
時に編曲版が出されることは珍しくな
かったようです。クラリネットだと、それ

ぞれ楽器が全く違う（クラリネット・チェ
ロ・ピアノ）ので、3者という感じになりま
すが、ヴィオラだと同じ弦楽器なので、よ
り調和がとりやすくなります。前半のフラ
ンクとは雰囲気ががらっと変わり、ブラー
ムスは骨格がしっかりしています。第1楽
章は、チェロが最初に一人で力強く出て

くるのだけど、どこか不安な気配で、それ
を乗り越えていく様がおもしろい。第2楽
章はとても綺麗で、第3楽章は民族風と
いうか、色んな動物が出てきそうな牧歌
的な感じがあります。ぜひフランクとの和
声、色彩の違いを感じて味わってもらえ
たらと思います。

今回の共演者について教えてください。

ヴィオラ奏者のやすさん（鈴木康浩）は
「ヴィオラといえば、やすさん」という存在
です。演奏ももちろんめちゃ上手だけど、
知識が誰よりも豊富な方で、いつも一緒
に弾かせていただいてとても勉強になり
ます。共演する機会も多いですが、今回の
ブラームスはやったことがない曲で、だか
らこそどうしても一緒にやりたかった。「こ
うじゃないとだめ」という人って結構いま

津田裕也 （ピアノ）鈴木康浩 （ヴィオラ）

 「DYNAMIC 賢者の音Ⅰ」
2023年1月22日（日） 14:00開演 （30分前開場）　山口市民会館　大ホール
［チケット情報］any会員先行　11月5日（土）～／一般発売　11月12日（土）～
［料金］全席指定　前売　一般 3,000円／any会員 2,500円／高校生以下 1,000円 ほか　※未就学児入場不可
［曲目］バッハ：無伴奏チェロ組曲第1番より／フランク：チェロ・ソナタ／ブラームス：クラリネット三重奏曲（ヴィオラ版）　ほか
［出演］辻本 玲（チェロ）、津田裕也（ピアノ）、鈴木康浩（ヴィオラ）

すが、彼の柔軟さは素晴らしくて、本当に
一緒に弾いていて楽しい方です。
ピアノの津田裕也君は、大学の1年先輩
で、数々の賞も受賞され、早くから注目を
集めていた方。毎年8月に長野で行われ
る木曽音楽祭に、ここ数年僕も一緒に参
加させていただいていますが、その前夜
祭で、彼が体育館で弾いたメンデルス
ゾーンは、本当に感動ものでした。“音楽
の神髄”といえるような演奏で、それを聴
いて、「絶対彼と弾きたい」と思いました。
共演するのは学生以来、十何年ぶりです。
やすさんはめちゃ情熱的な方で、津田君
は秘めたる情熱を持っている方…それぞ
れ個性があって、めちゃ楽しい演奏会に
なると思います! 今回この演奏会のため
に特別に構成したメンバーとプログラム
です。ぜひ期待していてください。

辻本 玲　TSUJIMOTO Rei
東京藝術大学音楽学部器楽科を首席で卒業。その後、フィンラン
ド、スイスに留学。第72回日本音楽コンクール第2位および「聴衆
賞」受賞。2007年度青山音楽賞新人賞受賞。09年ガスパール・カ
サド国際チェロ・コンクール第3位入賞（日本人最高位）、11年にサ
ントリーホール他5大都市でデビュー・リサイタルを開催。13年齋
藤秀雄メモリアル基金賞を受賞。ソロ活動と並行して、サイトウ・キ
ネン・オーケストラほか、室内楽にも多数参加。19年にソロCD『オ
ブリヴィオン』をリリースし「レコード芸術」誌にて特選盤に選出。
現在、NHK交響楽団首席チェロ奏者。使用楽器はNPO法人イエ
ロー・エンジェルより1730年製作のアントニオ・ストラディヴァリウス
を、弓は匿名のコレクターより「Tourte」を、特別に貸与されている。

前半はチェロ・リサイタル、
後半はトリオという
贅沢な二部構成

3 © KING RECORD

Classic Concert Selection

© Christine Fiedler

王子ホール／photo: 横
田
敦
史
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◎坂口安吾さんの愛蔵品が観覧できて良かったです。鉛筆削りは、とても小さくてびっくりしました。 （60代男性　特別企画展「坂口安吾と中原中也─風と空と」より）

◎ホワイエでのパフォーマンスがより「共鳴」しているのが感じられて感動しました。 （40代女性　「Echoes for unknown egos ─発現しあう響きたち」より）

◎ここ数年ライブハウスやコンサートに行けていなかったので、音に包まれる感覚を久々に思い出せました。 （30代女性　「YCAM爆音映画祭2022」より）

◎自分の知っている人物も出てきて、さらに興味をそそられるような内容だった。 （10代女性　テーマ展示「中也の本棚─日本文学篇」より）

安吾と中也が結んだご縁

8月6日、中原中也記念館特別企画展「坂

口安吾と中原中也――風と空と」の関連イ

ベント「公開対談 三
み

潴
づま

末
すえ

雄
お

×坂口綱
つな

男
お

」が、

山口市菜香亭で開催されました。三潴さん

は、ミヅマアートギャラリーのエグゼクティブ・

ディレクターとして、美術界で幅広く活躍され

ています。坂口さんは、作家・坂口安吾の長

男で、写真家、エッセイストです。対談は五十

数年前、坂口さんが高校受験の際、家庭教

師の三潴さんから中原中也の詩を教えても

らった、というご縁により企画されました。ヒグ

ラシの鳴き声がかすかに聞こえる中、対談は

終始なごやかな雰囲気で進みました。話は、

三潴さんの独特な（？）家庭教師ぶりや、三潴

家と坂口家の2代にわたるご縁、安吾の妻

であり坂口さんの母である三千代さんの思い

出など多岐にわたり、来場者はお二人の軽

妙なお話を楽しみました。

ストリートピアノで
自由に演奏を楽しんで!
誰でも自由に弾くことができる「ストリートピア

ノ」がこの度、山口市民会館のエントランス

ホールに設置され、7月20日にお披露目コン

サートが行われました。弾き初めを務めたの

は山口市出身のピアニスト、手嶋沙織さん。

チャイコフスキーの「くるみ割り人形」、ショパ

ンの「ノクターン」、ムソルグスキーの「展覧

会の絵より、キエフの大門」などが披露され、

小島日和（詩人）

一年遅れで訪問した山口

小島日和　KOJIMA Hiyori

1997年、東京生まれ、福岡育ち。2019年、早稲田大学の授業
で詩を書きはじめる。在学中から大学横断型の詩誌「インカレポ
エトリ」に参加する。2020年、インカレポエトリ叢書として詩集『水
際』（七月堂）を刊行。同詩集で第26回中原中也賞を受賞。

2021年、詩集『水際』（七月堂）で第26回中原中也賞を受賞された小島日和さん。毎年、中原中也
の故郷である山口市湯田温泉で授賞式が行われていましたが、コロナ禍により、日程も会場も変更さ
れ、最終的に東京での開催に。1年越しに訪れることとなった山口では、足湯カフェなどあちこち散策
され、様々な出会いがあったようです。

私が中原中也賞をいただいた2021年は、コ

ロナによる授賞式の延期が続き、最終的に前

例のない東京での開催となった。今回、2022

年の授賞式にお招きいただいて山口を訪れ

た。幼い頃に一度、家族旅行で来たことがあ

るはずだったが、記憶はぼんやりしていた。空

港から乗ったタクシーで運転手の方におすす

めの場所を尋ねると、「瑠璃光寺ですかねぇ」

と答えが返ってきた。今年の受賞者である國

松絵梨さんとお会いしたのは、「空の下の朗読

会」の会場だった。同い年で、同じように大学

の授業で詩を書きはじめたということもあり、

すぐに意気投合した。その日は温泉にも入ら

ず、夜更けまでホテルの部屋で國松さんと

詩の話をして、また翌日も会おうと約束して

眠った。家族で山口に来たときのことをはっ

きりと思い出したのは、翌朝、瑠璃光寺の参

道から香山墓地に踏み入ったときだった。松

の木が日差しを遮り、見覚えのある石段に陰

を落としていた。誰もいない墓地を歩きなが

ら、幼い記憶や、昨晩の会話、朗読会で聞

いた中也の詩がぐるぐると頭をめぐった。

その美しい音色と、ときに大胆な響きで聴衆

を魅了。大きな拍手に包まれコンサートは終

了しました。その後、市内中学校の生徒さん

がショパンの曲を堂 と々披露し、会場を沸か

せました。

ストリートピアノは、開館日の9時から17時

まで利用可能。ただし、大・小・展示ホール

の使用時は使えませんので、「利用してみた

い！」という方は山口市民会館のホームペー

ジをチェックしてみてください ! 

http://yamaguchi-civichall.com/

対談の様子／左：坂口綱男・右：三潴末雄

お披露目コンサートの様子

アーティストから聞いたこぼれ話、
映画や本の情報など、
旬のお便りを詰め込んで、
あなたのもとへお届けします。
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◎坂口安吾さんの愛蔵品が観覧できて良かったです。鉛筆削りは、とても小さくてびっくりしました。 （60代男性　特別企画展「坂口安吾と中原中也─風と空と」より）

◎ホワイエでのパフォーマンスがより「共鳴」しているのが感じられて感動しました。 （40代女性　「Echoes for unknown egos ─発現しあう響きたち」より）

◎ここ数年ライブハウスやコンサートに行けていなかったので、音に包まれる感覚を久々に思い出せました。 （30代女性　「YCAM爆音映画祭2022」より）

◎自分の知っている人物も出てきて、さらに興味をそそられるような内容だった。 （10代女性　テーマ展示「中也の本棚─日本文学篇」より）

◎2日間のライブで、アフタートークを聴く前と後で大きく印象が変わり、大変楽しく聴かせていただきました。
　（40代男性　「Echoes for unknown egos ―発現しあう響きたち」より）

◎服のなびく音、床を踏みしめる音が聞こえるのがまさに爆音の良さでした。 （30代女性　「YCAM爆音映画祭2022」より）

◎夢の世界を感じられて、とても感動しました。 （to R mansion 「にんぎょひめ」より）

人はいつどこで死を迎えるかわからない。遺体と向き合うことさえできず、ただ待ち続けなければいけない遺
族のために、国境を越えて遺体を故国に送り届ける「国際霊柩送還士」という仕事がある。彼らは「一目
だけでも最後に会いたい」と願う遺族に寄り添い、複雑な手続きはもちろん生前のその人を思い起こせる
ように遺体の傷を隠し、化粧で整え、身体を綺麗に拭いて、遺族がきちんと悲しめるように心を砕く。
あまり知られていない「国際霊柩送還士」という仕事に迫り、「人の死」とはどういうことなのかを改めて考
えさせてくれるノンフィクションの作品です。淡 と々していながらも、ノンフィクションならではの迫力は圧巻
の一言。世界の解像度が変わる一冊として、読んでみてはいかがでしょうか。

梅林真理（山口市立中央図書館　職員）

『エンジェルフライト　
国際霊柩送還士』
佐々涼子 著
2012年／集英社

【あらすじ】 クローズアップ、特殊効果、音の同期など、現在も使われる映画製作技法を次 と々生み出し、1,000
作品以上を手掛けた監督・製作・脚本家、アリス・ギイ。リュミエール兄弟やメリエスと並ぶパイオニアであり、ハリ
ウッドの映画製作システムの原型を作り上げた世界初の女性監督は、なぜ映画史から忘れ去られたのか? 膨大
なインタビューと緻密なリサーチによって彼女の功績とその生涯をめぐる謎が明らかになる。

 「映画はアリスから始まった」
（2018年／アメリカ／103分／カラー・モノクロ）
［監督］パメラ・B・グリーン

刻まれる様が描かれます。

月日とともに姿形が消えても記憶に残る人や

もの。記憶から消えても記録から新たに見出

される存在もあります。歴史を記録に残すこ

とへの責任の重さを感じました。映画の母ア

リス・ギイ監督へ感謝の意を込めて、スクリー

ンに投影したいと思います。

前原美織（YCAMシネマスタッフ）

映画の生みの親と言えば、ご存知リュミエー

ル。1895年、パリでリュミエール兄弟が発明

した“シネマトグラフ”で撮影された映画「工場

の出口」が世界で初めて上映されました。工

場から人々が出てくるだけの映像ですが、初

めて動く写真＝活動写真（映画）を観た人々

は驚き、感動しました。一方で、その映画を

“退屈だ”と感じ、誰よりも早く脚本を書き、

撮影した人物がいました。劇映画の生みの

親であるアリス・ギイです。彼女は多くの映画

製作の技法も開発しましたが、なぜか知られ

ていません。本作はその謎と彼女の功績を

紐解いていきます。望んだわけではないのに

消えゆく存在。本人の意思とは別に歴史が

2022年11月9日（水）～20日（日）
※上映開始時間等はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］一般 1,300円
　　   any会員・25歳以下・特別割引 800円

©2018 Be Natural LLC All Rights Reserved

ワイカムシネマで今年7月と9月に上映された映画
「杜人～環境再生医 矢野智徳の挑戦」は、造園
家であり、環境再生医という肩書を持つ矢野智徳
さんを3年間撮り続けたドキュメンタリー映画。「杜」
とはかつて「この場所を 傷めず、穢さず、大事に使
わせてください」と紐を張った場を指していました。と
ころが1970年代以降、人間の土地利用は、大地
を窒息させる方向へと突き進み、現代の様々な天
災へとつながっています。パンフレットは、監督自ら
が雑誌編集者の経験を活かして編集、デザインは
娘さんが担当して制作。映画に出てくる用語の解
説、杜人の技の紹介、専門家や活動への賛同者
によるエッセイなど、地球環境を考えていくための
実用的で読み応えのある内容になっています。

杜
もり

人
びと

ガイドブック
（「杜人～環境再生医 矢野智徳の挑戦」パンフレット）

（2022年／日本／101分／監督：前田節子）

1st MINI ALBUM「正しい偽りからの起床」収録

YCAM音響スタッフがこの季節にぴったりの音楽
をご紹介する新コーナー。今回は「秋の夜長に聴
きたい曲」をテーマに、選りすぐりました。まさにうっ
てつけの名前をもつ音楽ユニット「ずっと真夜中で
いいのに。」から1曲をご紹介します。その名も「雲
丹と栗」。これまた、秋にぴったりなタイトル。秋の
季節の風物詩を歌詞に取り入れ、それらの語感を
活かしながら言葉によるリズム感を出し、そこにさ
らに独自性のあるメロディが加わった魅惑的な楽
曲。ボーカル“ACAね”（あかね）のか細くも芯のあ
る特徴的な声が耳に残ります。一度ご視聴あれ。

中上淳二（YCAM音響スタッフ）

ずっと真夜中でいいのに。

「雲丹と栗」
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◎にんぎょひめが泡になる表現がとてもきれいで素敵でした。 （10代女性　to R mansion 「にんぎょひめ」より）

◎参加した価値のある学びの多いイベントでした。 （「私もアートがわからないvol.2」より）

◎水と油的に合わない2人を取り上げられ、驚きとともに心琴を打ちました。 （70代男性　特別企画展「坂口安吾と中原中也─風と空と」）

◎椅子の持ち手を握りしめ、地面を踏みしめ、振動を感じて楽しかったです。 （50代女性　「YCAM爆音映画祭2022」より）
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